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Distribution of terrestrial hermit crabs on the coasts of Chichijima Island in 
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Abstract.　The present study investigated the distributions of terrestrial hermit crabs 
on the coasts of Chichijima Island in the Bonin Islands and Hachijojima Island in the Izu 
Islands, Japan. Juvenile and adult crabs were collected through visual surveys from 4 to 
6 October 2013 at two localities on Chichijima Island, and from 1 to 3 August 2012 and 
2013 at seven localities on Hachijojima Island. Additionally, we surveyed early juveniles 
at additional three localities on Chichijima Island. In Chichijima Island, Coenobita 
purpureus was dominant, followed by C. cavipes and C. rugosus, and one individual of 
a rare species C. perlatus was collected. One individual of C. brevimanus (ovigerous) 
was also collected and it was a new record in the Bonin Islands. Early juveniles of C. 
purpureus, C. cavipes and C. rugosus were only found in a restricted beach area in the 
northern part of the island. In Hachijojima Island, C. purpureus was dominant in early 
juvenile specimens collected from five localities. A few early juveniles of C. rugosus 
were also collected. However, all captured large crabs were C. purpureus, suggesting 
that early juveniles of C. rugosus had died during an overwintering period.
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（要約 ）
　父島と八丈島でオカヤドカリ類の分布状況を調査した．父島での調査は 2013年 10月 4日～ 6日にか
けて行い，2ヵ所の海岸で稚ガニと成体を目視探索するとともに，その他 3ヵ所の海岸で初期稚ガニを
探索した．八丈島での調査は 2012年と 2013年の 8月 1日～ 3日にかけて行い，島の周囲 7ヵ所の海岸
で目視によって稚ガニと成体を探索した．父島ではムラサキオカヤドカリが優占し，オカヤドカリとナ
キオカヤドカリに加え，希少種であるサキシマオカヤドカリ 1個体と小笠原諸島では初記録となるオオ
ナキオカヤドカリ 1個体（抱卵雌）が捕獲された．初期稚ガニは島北部の海岸 1ヵ所の限られた場所で
発見されたにすぎず，そこではムラサキオカヤドカリが優占し，オカヤドカリとナキオカヤドカリも捕
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はじめに

オカヤドカリ類は十脚目異尾下目オカヤド
カリ科 Coenobitidaeに属する陸生の甲殻類であ
り，1属 1種のヤシガニ Birgus latro (Linnaeus, 
1767) と 17種ほどのオカヤドカリ属 Coenobita
で 構 成 さ れ る（Hartnoll, 1988；Poupin, 1996; 
McLaughlin et al., 2010；Rahayu et al., 2016）．オ
カヤドカリ類は熱帯から亜熱帯の島嶼沿岸域
を中心に分布し（Hartnoll, 1988），わが国では
ヤシガニとオカヤドカリ属 7種，すなわちオオ
ナキオカヤドカリ C. brevimanus Dana, 1852，オ
カヤドカリ C. cavipes Stimpson, 1858，サキシマ
オカヤドカリ C. perlatus H. Milne-Edwards, 1837，
ムラサキオカヤドカリ C. purpureus Stimpson, 
1858，ナキオカヤドカリ C. rugosus H. Milne-
Edwards, 1837，コムラサキオカヤドカリ C. 
violascens Heller, 1862，およびオオトゲオカヤ
ドカリ C. spinosus H. Milne-Edwards, 1837が琉
球列島や小笠原諸島を中心に記録されている
（Nakasone, 1988；朝倉，2004）．このうち，サ
キシマオカヤドカリは小笠原諸島の火山列島
には普通に分布するといわれているが（倉田，
1987；佐々木・堀越，2008），小笠原諸島の他
の群島や琉球列島では発見されることは希であ
る（Nakasone, 1988；藤田・成瀬，2016）．また，
オオトゲオカヤドカリは西太平洋に広く分布す
るが，わが国では小笠原群島の母島で採集され
た雄 1個体の標本が記録されているにすぎない
（朝倉，2004）．
オカヤドカリ属は 1970年に国の天然記念物

に指定されている．わが国に生息するオカヤ
ドカリ属のうち，ムラサキオカヤドカリは主
に北緯 24度以北の琉球列島や伊豆・小笠原諸
島に分布し（鹿児島県教育委員会，1987；沖
縄県教育委員会，1987，2006；東京都教育委員

会，1987；Nakasone 1988, 2001；小宅，2012；
Hsu and Soong, 2017），日本近海の北西太平洋
域における貴重な固有種である．Hamasaki et 
al. (2017a) は，高知県大月町，琉球列島の宝島，
沖縄島，石垣島，伊豆諸島の八丈島，および小
笠原群島の父島からムラサキオカヤドカリを
採取し，ミトコンドリア DNAの cytochrome c 
oxidase subunit I (COI) 領域の塩基配列（573 bp）
に基づき遺伝的集団構造を調べた結果，父島の
集団は遺伝的に他集団とは大きく異なり，独自
に進化してきたことを示唆している．このよう
に，小笠原群島父島のムラサキオカヤドカリ個
体群は進化的に重要な単位であると認識されて
いる．
オカヤドカリ類は海岸でふ化し，ゾエア幼

生として海洋でプランクトン生活を送り，メガ
ロパ幼生へ変態すると接岸して貝殻に入り底生
生活を始める（Hamasaki et al., 2015a, b, c）．そ
の後，メガロパは上陸し，稚ガニへと脱皮し
て陸上生活へと移行する（Hamasaki et al., 2011, 
2015c）．オカヤドカリ類はこのような生活史を
送ることから，上陸場所は海洋生活期と陸上生
活期をつなぐ重要な生息場であり，そこが人間
活動によって失われると生活史は分断され，個
体群は消滅に向かう．したがって，オカヤドカ
リ類個体群の生息域内保全には，上陸場所と初
期稚ガニの生息場所を特定し，保全することが
きわめて重要である．そこで本研究では，日本
近海の固有種であるムラサキオカヤドカリ，特
に進化的に重要な単位である小笠原群島（父島）
個体群の生息域内保全に向けた上陸場所・初期
稚ガニの生息場所を把握する一歩として，父島
の沿岸域でオカヤドカリ類の稚ガニと成体の分
布状況を調査した．また，これまでオカヤドカ
リ類の生息状況が調査されていない伊豆諸島八
丈島においても同様の調査を実施し，伊豆－小

獲された．八丈島では 5ヵ所で初期稚ガニが捕獲され，優占種はムラサキオカヤドカリであり，わずか
ながらナキオカヤドカリもみられた．しかし，大型個体はすべてムラサキオカヤドカリであったことか
ら，ナキオカヤドカリは冬季に死滅しているものと推察された．
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笠原マリアナ島弧におけるオカヤドカリ類の生
物地理について若干の考察を行った．

材料と方法

調査は東京都小笠原村教育委員会，東京都
八丈町教育委員会，東京都教育委員会および
文化庁より許可を得て実施した（23受庁財第 4

号の 2246，24受庁財第 4号の 2013）．
父島では，過去に東京都教育委員会（1987）

がオカヤドカリ類の分布調査を実施しており，
その際調査が実施された 2ヵ所（St. 1と 2）を
本研究においても調査地とした（Fig. 1）．そ
れに加え，島の西側 3ヵ所（St. 3～ 5）の砂
浜海岸において初期稚ガニを探索した（Fig. 
1）．八丈島では，自動車によりアクセスが可

Fig. 1.　Map showing the Northwestern Pacific Region (A), and Google 
Earth photographs showing the survey localities on Chichijima Island 
(CC) (stations 1–5) (B) and Hachijojima Island (HJ) (stations 1–7) (C). 
In Chichijima Island, only early juveniles were surveyed at stations 3–5. 
Other abbreviations: BN, Bonin Islands; IZ, Izu Islands; RK, Ryukyu 
Archipelago; VO, Volcano Islands; NM, Northern Mariana Islands



− 68−

父島と八丈島沿岸域におけるオカヤドカリ類の分布

能なことと地勢を考慮し，7ヵ所を選定した
（Fig. 1）．調査地は，砂浜海岸，礫海岸，火山
性の岩礁海岸の単独あるいは複合した地勢であ
り，八丈島ではコンクリートの堤防や岩盤の
崖が迫る場所であったが，父島ではギンネム
Leucaena leucocephala (Lam.) de Wit, 1961，オオ
ハマボウ Hibiscus tiliaceus L., 1753，テリハボ
ク Calophyllum inophyllum L., 1753 などの海岸
林が発達し，その前縁にはクサトベラ Scaevola 
taccada (Gaertn.) Roxb., 1814，グンバイヒルガ
オ Ipomoea pes-caprae (L.) R. Br., 1818，ハマゴ
ウ Vitex rotundifolia L. f., 1782などの海浜植物が
繁茂していた．
父島での分布調査は，2013年 10月 4日から

6日にかけて行った．St. 1では，10月 4日の昼
間と夜間に，それぞれ 2名が 40分程度かけて
目視によりオカヤドカリ類を探索し，素手で捕
獲した．また，5日の昼間にも初期稚ガニの探
索を実施した．夜間調査時には光源として懐中
電灯（白色 LED灯）を用いた．St. 2では，徒
歩で 40分程度かけて調査地に向かう必要があ
ることから，夜間調査は実施せず，10月 5日
の昼間午前と午後の 2回，St. 1と同様の調査
を行った．初期稚ガニのみの探索を行った St. 
3～ 5では，5日と 6日の昼間にそれぞれ 1度
ずつ訪れて調査した．八丈島での分布調査は
2012年と 2013年に実施した．両年ともに 8月
1日の午後から 8月 3日の午前中にかけて，昼
間と夜間に各調査地を 1度訪れ，2012年には
2名で 40分程度，2013年には 3名で 30分程度
の目視調査を行った． 
捕獲したオカヤドカリ類は Nakasone (1988)，

朝倉（2004）および Hamasaki et al. (2017b) に
従い外部形態によって種を判別し，前甲長を測
定した．なお，体サイズ測定のために宿貝から
個体を引き出す必要があるが，それが困難な場
合もあったことから，藤河ほか（2017）に従っ
て個体が宿貝に入っても測定可能な左第 3歩脚
指節の下縁に沿った長さを測定し，前甲長に
換算した．捕獲個体は，体サイズ測定後に調

査場所で放した．父島および 2013年の八丈島
の調査で採集した個体のうち，現場において迅
速な種判別が困難と判断した小型の稚ガニは現
地にて 99%エタノールで固定・保存した．サ
ンプルは研究室へ持ち帰り，体サイズ測定後に
Hamasaki et al. (2018) に従ってリボソーム DNA
の ITS-1 (First Internal Transcribed Spacer) 領域の
PCR-RFLP分析により，種判別を行った．
調査期間中の気温と相対湿度の平均値は，

八丈島では 2012年（夜間のみ観測）が 27.5℃
と 80.3%，2013年が日中で 31.5℃，74.3%，夜
間で 29.0℃，88.2%，父島では日中で 27.8℃，
74.7%，夜間で 27.4℃，84.8%あった．

結　果

父島では，オカヤドカリ属 5種，すなわちオ
オナキオカヤドカリ，オカヤドカリ，サキシマ
オカヤドカリ，ムラサキオカヤドカリ，ナキオ
カヤドカリの分布が確認された．形態的に種判
別した個体数は St. 1が 41個体，St. 2が 93個体，
合計 134個体であり，全体の種組成割合は多
い順にムラサキオカヤドカリ 92%（124個体），

Fig. 2.　Species compositions of land hermit crabs 
collected on Chichijima Island. Species of 
collected crabs were morphologically identified. 
A polymerase chain reaction-restriction fragment 
length polymorphism technique based on the 
internal transcribed spacer region was employed 
for species identifications of early juveniles. Early 
juveniles were only collected at station 1. Five 
Coenobita species, C. brevimanus, C. cavipes, 
C. perlatus, C. purpureus, and C. rugosus, were 
collected.
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ナキオカヤドカリ 4%（6個体），オカヤドカリ
2%（3個体），オオナキオカヤドカリ 1%（1個
体），サキシマオカヤドカリ 1%（1個体）であっ
た（Fig. 2）．それらの前甲長組成をみると，ム
ラサキオカヤドカリでは大きくは 8～ 9 mmと
18 mm前後にモードをもつ群がみられた（Fig. 
3A）．なお，抱卵はオオナキオカヤドカリ 1個
体のみに認められた．調査現場において外部形
態で種判別できなかった稚ガニは 23個体であ
り，St. 1の 1 m四方の転石帯で集中してみられ，
St. 2や稚ガニの探索を行った他の場所では発
見できなかった．遺伝的に判別した稚ガニの種
組成割合は，ムラサキオカヤドカリ 83%（19
個体），オカヤドカリ 13%（3個体），ナキオカ
ヤドカリ 4%（1個体）であり（Fig. 2），それ
らの前甲長は 1.0～ 2.4 mmの範囲にあった（Fig. 
3B）．
八丈島では，ムラサキオカヤドカリとナキ

オカヤドカリの分布が確認された．形態的に種
判別した個体はすべてムラサキオカヤドカリで
あり，2012年には 6つの調査地で合計 50個体，
2013年には全調査地で合計 168個体が捕獲さ
れ，特に 2013年の St. 6での捕獲数が 92個体
で最も多かった（Fig. 4）．それらの前甲長組成
をみると，多くは 12 mm未満の個体で占めら
れていた（Fig. 5A）．抱卵雌は両年とも認めら
れ，捕獲数は 9個体であった．2013年の調査
で，外部形態で種判別できなかった稚ガニは 5
つの調査地で合計 75個体が得られ，遺伝的に
判別した種の組成割合はムラサキオカヤドカリ
が 97%（73個体），ナキオカヤドカリが 3%（2
個体）であった（Fig. 4）．初期稚ガニは，特
に St. 1の岩盤の隙間に多く生息するのが確認
され，そこでの捕獲数が 43個体（うち 2個体
がナキオカヤドカリ）で最も多かった（Fig. 4）。
St. 1に稚ガニが多く分布する状況は，2012年
の調査でも認められた．初期稚ガニの前甲長は，
0.7～ 2.6 mmの範囲にあった（Fig. 5B）．

考　察

東京都教育委員会（1987）は，1986年 6月
から 12月にかけて毎月 1回，今回の調査と同
じ父島の St. 1と St. 2，および St. 1の対岸にあ

Fig. 3.　Size-frequency distributions of morphologically 
identified crabs (A) and genetically identified 
early juveniles (B) of land hermit crabs collected 
on Chichijima Island. Five Coenobita species, C. 
brevimanus, C. cavipes, C. perlatus, C. purpureus, 
and C. rugosus, were collected.

Fig. 4.　Number of land hermit crabs collected on 
Hachijojima Island. Morphologically identified 
crabs were collected in both 2012 and 2013 
surveys, and all collected crabs were C. purpureus. 
Genetically identified early juveniles were collected 
in a 2013 survey and they included C. purpureus 
and C. rugosus.
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たる兄島の海岸でオカヤドカリ類の分布状況
を調査している．その結果によれば，種の組
成割合はムラサキオカヤドカリ 97%（222個
体），オカヤドカリ 2%（5個体），ナキオカヤ
ドカリ 1%（2個体）であったことを報告して
いる．本研究においても，ムラサキオカヤドカ
リが優占し（92%），ナキオカヤドカリ（4%）
とオカヤドカリ（2%）は，個体数は少ないも
のの普通に分布することが再確認された．倉田
（1987）によれば，1981年に父島の西岸でサキ
シマオカヤドカリ 1個体が捕獲されている．ま
た，2014年 10月 10日に関東地方環境事務局
のアクティブ・レンジャーによって，父島（地
点不明）でアフリカマイマイ Achatina fulica 
(Férussac, 1821) の殻に入った大型のサキシマ
オカヤドカリ 1個体が発見されている（http://
kanto.env.go.jp/blog/2014/10/2196.html；2016 年
10月 9日アクセス）．本調査では父島では希少

種であるサキシマオカヤドカリ 1個体（前甲長
19.6 mm）が確認され，またこれまで小笠原諸
島では記録されていないオオナキオカヤドカリ
1個体（前甲長 21.4 mm）も確認された．オオ
ナキオカヤドカリは抱卵し，その卵は発生して
いたことから，成熟した雄個体も生息している
ものと考えられる．なお，今回の調査ではムラ
サキオカヤドカリの抱卵雌は確認されなかった
が，これは調査時期（10月）が父島での抱卵
期（6～ 7月；東京都教育委員会，1987）を過
ぎていたことによるものと考えられる．

2012年と 2013年の 8月に調査した八丈島で
は，肉眼で種判別できた個体はすべてムラサキ
オカヤドカリであった．両年とも抱卵雌が捕獲
されたことから，八丈島のムラサキオカヤド
カリ個体群は再生産していることが確認され
た．なお，調査年によって捕獲個体数が異な
り，2013年の方が多かった．これは一つには
調査人員数の違いに関連するものと考えられる
（2012年 2名，2013年 3名）．これに加え，調
査開始の 1週間前の降雨量は 2012年が 0 mm，
2013年は 27.5 mmであり（気象庁ホームペー
ジ過去の地域平均気象データ検索 http://www.
data.jma.go.jp/gmd/cpd/cgi-bin/view/index.php；
2016年 11月 15日アクセス），調査期間中の
夜間の相対湿度も 2012年は 80.3%，2013年は
88.2%で高かったことから，この湿度環境の違
いがオカヤドカリ類の活性に大きく作用したも
のと考えられる．
父島のムラサキオカヤドカリには大小 2群

が認められ，小型群の前甲長組成は八丈島の個
体群と概ね同様であった．父島のムラサキオ
カヤドカリは，大型のアフリカマイマイを宿
貝として利用し，大型化したと考えられてお
り（林ほか，1987），今回も大型個体はアフリ
カマイマイの殻を利用していた．アフリカマ
イマイは 1930年代に小笠原諸島へ導入された
が（東，1995），父島の個体群は大きく縮小し
ており，侵略的外来生物であるニューギニアヤ
リガタリクウズムシPlatydemus manokwari w:De 

Fig. 5.　Size-frequency distributions of morphologically 
identified crabs (A) and genetically identified early 
juveniles (B) of land hermit crabs collected on 
Hachijojima Island. Two Coenobita species, C. 
purpureus and C. rugosus, were collected. Females 
of C. purpureus were checked whether they were 
ovigerous or not.
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Beauchamp, 1962による捕食や蔵卵個体率の低
さが原因として考えられている（大林・竹内，
2007）．本調査中にムラサキオカヤドカリが利
用していたアフリカマイマイの貝の多くは古く，
大きく破損しているものもみられたことから，
今後大型貝殻の供給が制限された場合，父島の
ムラサキオカヤドカリ個体群は小型化する可能
性がある．
本研究では，調査現場において迅速な種判別

が困難であった小型の稚ガニも捕獲し，研究室
において遺伝的に種判別した．その結果，父島
では 23個体が，八丈島では 75個体が捕獲され，
いずれも優占種はムラサキオカヤドカリである
ことが判明した（父島，83%；八丈島，97%）．
父島では，稚ガニは調査地 5ヵ所のうち 1ヵ所
で，しかも 1 m四方の転石帯で発見されたにす
ぎなかった。また，八丈島では調査地 7ヵ所の
うち 5ヵ所で稚ガニが捕獲され，そのうち 1ヵ
所の岩盤の隙間に多くの稚ガニが生息している
状況を 2年にわたり確認した．稚ガニの前甲長
は 0.7～ 2.6 mmの範囲にあり，Hamasaki et al. 
(2017b) が 27～ 28℃の環境下で飼育したオカ
ヤドカリ類稚ガニの成長過程に基づくと，それ
らは第 1齢～上陸後数ヵ月から 1年以上経過し
た個体で構成されているものと推察される．し
たがって，今回の調査で稚ガニが捕獲された地
点は，メガロパの上陸から初期稚ガニの生息場
として機能しており，個体群の存続のために，
優占して保全すべき生息場所であるものと判断
される．
ムラサキオカヤドカリとナキオカヤドカリ

は琉球列島で優占するが，それらの生息状況に
は地理的クラインがみられる（鹿児島県教育委
員会，1987；沖縄県教育委員会，1987；藤河ほ
か，2017）．ムラサキオカヤドカリとナキオカ
ヤドカリの組成割合は，それぞれ鹿児島県徳
之島以北の島嶼域では 85～ 100%と 0～ 15%，
沖永良部島では 72%と 27%，与論島では 14%
と 41%，先島諸島で 1～ 5%と 78～ 94%であ
る．また，ムラサキオカヤドカリの成体は，宮

崎県沿岸（三浦，2011），大分県深島（松尾・
神田，2001），高知県大月町（Hamasaki et al., 
2017a），和歌山県白浜町（久保田，2013），神
奈川県真鶴岬（小宅・藤川，2009），東京都
伊豆大島（小宅，2012）でも確認されている．
Hamasaki et al. (2017a) はミトコンドリア DNA
の COI領域の塩基配列に基づき，日本近海の
ムラサキオカヤドカリの遺伝的集団構造を調べ，
琉球列島，本土（高知県）および八丈島の個体
群は遺伝的に均一であることから，琉球列島で
ふ化した幼生が黒潮に乗って広く分散し，各地
に上陸・生息しているものと推察している．ま
た，宮崎県沿岸（三浦，2011），和歌山県白浜
町（久保田，2013），および今回の八丈島では
抱卵雌も認められていることから，そこでふ化
した幼生が発育しメガロパとして上陸してくる
可能性もある．八丈島では，ナキオカヤドカリ
の稚ガニも捕獲されたが（組成割合 3%），2年
間にわたる調査で大型個体が確認されなかった
ことから，琉球列島から無効分散してきたもの
であり，冬季に死滅しているものと推察され
る．海洋生物の幼生期における黒潮による分散
とは別に，昆虫のカミキリムシ類やゾウムシ類
には台湾，琉球列島，紀伊半島以南の太平洋側
などから伊豆諸島へ発生木ごと輸送されてきた
と考えられる種が多く，特に琉球列島北部のト
カラ列島と伊豆諸島の間で共通種が多いとされ，
両島嶼間の生物地理学的関連性が指摘されて
いる（小島，2014）．また，フシナガムネボソ
ア リ Temnothorax antera (Terayama & Onoyama, 
1999) のように奄美大島と八丈島のみで分布が
確認されている種も知られている（辻井・寺山，
2014）．オカヤドカリ類の稚ガニは砂浜に打ち
上がった流木の割れた隙間に隠れていることも
多いことから，昆虫での事例を考慮すると，台
風などの攪乱によって流木ごと流されて分散す
る可能性もある．
海洋島である小笠原諸島には独自に分化し

た生物が多く，例えば水生生物であればオガサ
ワラコテナガエビPalaemon ogasawaraensis Kato 
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& Takeda, 1981 (Kato and Takeda, 1981)，オガサ
ワラモクズガニ Eriocheir ogasawaraensis Komai, 
Yamasaki, Kobayashi, Yamamoto & Watanabe, 2006 
(Komai et al., 2006)，オガサワラベニシオマネ
キ Uca boninensis Shih, Komai & Liu, 2013 (Shih 
et al., 2013) などが固有種として知られている．
父島のムラサキオカヤドカリ個体群は琉球列島
個体群からおよそ 29万年前の更新世に分化し，
独自のハプロタイプクレードを形成するに至っ
たと推察されている (Hamasaki et al., 2017a)．た
だし，父島で分化したと考えられる 1つのハプ
ロタイプが八丈島でも認められ，また少数のハ
プロタイプは父島と他地域の個体群で共有され
ていることから，父島とその他の個体群は遺伝
的に完全には隔離されていないものと考えられ
ている (Hamasaki et al., 2017a)．以上のことから，
父島では，主に島でふ化したムラサキオカヤド
カリがメガロパで上陸し，個体群が維持されて
いるが，一部は伊豆諸島や琉球列島などの個体
群と交流しているものと考えられる．また，オ
カヤドカリとナキオカヤドカリは，個体数は少
ないものの父島に普通にみられ，稚ガニも確認
されたことから，ムラサキオカヤドカリと同
様の個体群動態をもつものと推察される．倉
田（1987）によれば，北硫黄島と南鳥島におい
て，1978年から 1985年にかけてオカヤドカリ
類の観察が断片的に行われており，北硫黄島で
はムラサキオカヤドカリ（84%）とサキシマオ
カヤドカリ（16%）が認められ，南鳥島ではサ
キシマオカヤドカリのみが認められている．ま
た，サキシマオカヤドカリとオオナキオカヤド
カリは，北マリアナ諸島からインド・西太平洋
に広く分布する（倉田，1987；Hartnoll, 1988；
Hamasaki et al., 2015d）．したがって，父島のサ
キシマオカヤドカリとオオナキオカヤドカリは
火山列島や北マリアナ諸島から分散してきたも
のと推察される．
本研究では，父島と八丈島において，初期

稚ガニの生息場所が明らかになった．しかし，
父島ではごく限られた場所で発見されたにすぎ

なかった．オカヤドカリ類メガロパの上陸には
海流や着底場所の基質，利用できる貝殻の質・
量などが大きな影響を及ぼすと考えられている
（Hamasaki et al., 2011, 2013, 2015b, c）．今後は，
進化的に重要な単位である父島のムラサキオカ
ヤドカリ個体群の保全に向けて，それら環境要
因を併せて調査し，父島における初期稚ガニの
生息場所を解明する必要がある．
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